
4 音響を整える

貝殻を耳に当て楽しむ姿を見る

幼い頃の体験が蘇る

日本が持つ
日本の感覚文化の再認識をする

居場所を造りたい

見る文化

きく文化

江の島で、外国人がサザエの貝殻を耳に当て、波の音を楽しむ姿を見たとき、幼い頃の記憶が蘇った。

日本には、波の音や風のそよぎに耳を澄ませる「きく文化」と、富士山や日の出・日の入りを愛でる「見る文化」がある。

そこで、波の音がやわらかく響き、富士山と海を望む空間を設計し、日本の美を五感で味わう場を創造する。

▼

６ 螺響による空間体験 

３ 空間へのアプローチ

５ 断面計画 

設計方法：螺響法

1. 波の音を拾い、洞窟のような空間に導く

海側に開口部やファンネル状の集音装置を設置し、

波の音を効率的に取り込む。

音を包み込む洞窟のような形状とし、壁や天井には

滑らかな石を使用する。

2. らせん状の構造で音を拡散させる

音が自然に流れ、広がるように空間全体をらせん状に設計する。

波音に癒される、落ち着いた空間 波音に包まれた落ち着いた空間で、陽の移ろいを眺める

3. 壁や天井に凹凸を施し、音を響かせる

ランダムな凹凸をつけ、音の反射を増やし、多方向へ響かせる。
波の音を直接受け取り、導音管で室内へ優しく導く。

螺旋や曲線を活かしたドーム型空間が音を柔らかく共鳴・拡散させ、貝殻の中にいるような穏やかな響きを生み出す。

この設計により、波の音が室内に広がり、自然の響きを楽しめる空間を創り出す
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